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Ⅰ．はじめに
平成２１年６月１６日～１９日までの４日間にかけてオスロ
（ノルウェー，人口４６７万人）にて，第１１回国際バイオ
メカニクス水泳医科学会議（XIth International Sympo-
sium for Biomechanics and Medicine in Swimming，
BMS）が開催された。BMSは，１９７０年にLeon Lewillie
博士の提案によってスタートした４年に１度の水泳・水
中運動に関する研究を議論する歴史ある国際会議であり，
水泳のバイオメカニクス，生理学などの研究を中心に心
理学，医学，教育学，社会科学など幅広い研究分野の最
新の研究報告に触れることができる。
大会会場となったNorwegian School of Sports Science
大学（写真１）は，オスロ北部に位置し，周辺には森林
や湖がある広大な大自然に囲まれたのどかな場所にある。
学内には，競泳用および水中運動用の屋内プールや，陸
上競技場をはじめ，様々な施設が併設されており，スポー
ツ科学の勉強や研究，競技に打ち込める環境が整備され
ている。
また，BMSの学会発表および参加に先立ち，ノルウェー
第二の都市ベルゲン（人口約２５万人）の屋内プール施設
見学研修も実施したのでその研修報告も行う。
Ⅱ．ベルゲン研修報告
ノルウェー最大の湾岸都市であるベルゲンの歴史は長
く，１０７０年にオーラヴ・ヒッレ王によって拓かれ１２１３
世紀はノルウェーの首都でもあった。１８７３年にハンセン
病の原因であるライ菌を発見したノルウェーの医者アル
マウェル・ハンセン博士の出身地でもある。
そのベルゲン中心部から車で約１０分のノルウェー最大
のショッピングセンター内にある「BADELAND」を訪
問体験した。このベルゲン唯一の屋内外プール施設であ
る「BADELAND」は，１階が多目的遊戯用・水泳用プー
ルとなっており，２階の「OLDEN RELAX」は，大人
専用のリラックスゾーン（ドライサウナ，ジャクジー，
ドリンクバー，日焼けサロン）で構成されている（写真
２）。当日は平日ということもあり，人もまばらであっ
た。１階の多目的遊戯用プールは，比較的水位も浅く水
温も高かったが（写真３），奥に設置されている水泳用
プールは，水温が低めに設定されており，水深も大人で
も足が立たないほど深い（写真４）。また，日本と異な
るところは，入水時に水泳帽を着用しなくてもよい点で
ある。その代わり，入水前のシャワー時には特に指定さ
れた箇所をしっかりと洗浄するようにとの注意書きの掲
示がされている（写真５）。
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写真６ サウナ入浴の方法
２階に設置されたドライサウナの入り口には，サウナ
入浴法について図解の掲示があった（写真６）。北欧の
ドライサウナは，フィンランドにその原型があるとされ，
乾燥した熱気による熱気浴で９０１１０℃が一般的である。
浴室内の焼いた石に水をかけると蒸気が発生し，約１０１５％
の湿度が急激に増すのが特徴である。なお，日本では１９６４
年の東京オリンピックの選手村に初めて設置されている。
見学では，時間帯が合わず，水中運動プログラムに参
加することはできなかったが，提示されたプログラムリ
ストの内容は，日本の方が多目的に対応し，且つ幅広く
豊富であるといった印象であった。
Ⅲ．第１１回国際バイオメカニクス水泳医科学会議（XIth In-
ternational Symposium for Biomechanics and Medi-
cine in Swimming，BMS）の研修報告
ベルゲンでの研修を終え，ノルウェー鉄道（Norges
Statsbaner，NBS）を利用してフィヨルドを眺めながら
約６時間半かけてオスロに戻った後，学会会場へと移動
した。
学会のオープニングセレモニーは，BMS組織委員会
の研究者らの挨拶後（写真７，フィンランド，ユバスキュ
ラ大学のKari Keskinen博士），前学会大会長だったVilas
Boas 博士（ポルトガル）のキーノートレクチャーから
スタートした。その後，オスロ市庁舎に移動し，ウェル
カムレセプションが行われた。なお，この市庁舎では毎
年１２月１０日にノーベル平和賞の授与式が行われている。
レセプションでは，旧友の研究者達と久しぶりの再会を
楽しんだ（写真８，ホルトガル，スザーナ博士と）。
写真２ BADELAND施設図
写真３ 遊戯用プール（BADELAND）
写真４ 水泳用プール（BADELAND）
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第１１回国際バイオメカニクス水泳医科学会議の参加報告
翌日からは，様々な分野におけるキーノートレク
チャー，口頭発表，ポスター発表が連日続き，キーノー
トレクチャーが計９演題，口頭発表が計１２６演題，ポス
ター発表が計１２８演題，合計２６３演題の抄録数，発表演題
数は３３８演題で参加者３１０名（３４カ国）の研究発表がなさ
れた。世界中から多くの研究者が集まっているが，特に
日本人の積極的な参加が多く（３７名），私の出身研究室
のメンバーがその多くを占めていた。多くの研究発表が
なされた中で特に興味を引いたのが，後輩の研究である
「Does immersion affect cortical activation in hu-
mans？：Functional near infrared spectroscopy study」
という研究発表であった。この研究は，水浸刺激が脳の
大脳皮質の活性化につながるか，赤外分光法を用いて検
証したものであり，会場でも大きな注目を集めていた。
学会のスケジュールは，ECSS などの大規模な国際学
会と異なり多少ゆとりがあり，また測定機器展示および
休憩会場では，ノルウェー人の素敵な女性がおいしいエ
スプレッソを配布してくれ（写真９），心地よく一息つ
けるように配慮がなされていた。
私の発表は「Comparisons of water and landbased
physical activity interventions in Japanese subjects
with metabolic syndrome」と題した研究をポスター発
表でプレゼンテーションした（写真１０）。最終日という
こともあって，あまり会場に人が集まらないのではとい
う心配もあったが，多くの後輩や同僚も駆けつけてくれ，
いくつかの質問も受けて無事に終了した。
全ての研究発表が終了し，この学会恒例の世界各国の
水泳研究者による国対抗別水泳リレー大会（写真１１）が
開催された後，クロージングセレモニーとバンケットが
行われた。
クロージングセレモニーでは，若手研究者優秀賞とし
てアルキメデス賞が表彰されるのだが，今回，後輩であ
る新潟医療福祉大学助教の佐藤大輔博士が選ばれるとい
う快挙を成し遂げた（研究発表題目：「Does immersion
affect cortical activation in humans？：Functional
near infrared spectroscopy study」，写真１２，アルキメ
ディス賞を受賞した佐藤先生を囲んで，出身研究室現役
およびOB，OG研究者）。
Ⅳ．ま と め
今回，第１１回国際バイオメカニクス水泳医科学会議へ
の研究発表及びノルウェー研修内容の報告を行った。ノ
ルウェーは，近現代スポーツを語る上で無視できない国
であり，競技スポーツにおいても特にウィンタースポー
ツにおいて国際的な強豪国である。そうした地でスポー
写真７ オープニングセレモニー（Keskinen博士、フィンランド）
写真８ ポルトガル研究者のスザーナと
写真９ 休憩会場でのコーヒーサービス
写真１０ 発表の様子
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ツ施設を体験・見学したり，BMSの参加を通じ，３４ヶ
国の水泳・水中運動研究者の様々な水泳に関する知見を
学び，研究に対する議論ができたことは非常に有意義で
あった。また，４年後，研究成果を挙げて，次回開催国
のオーストラリアにて研究発表を行えるように努力した
い。
付 記
本研修は，「平成２２年度北翔大学北方圏生涯スポーツ
研究センターの研究費」の助成を受けて実施したもので
ある。
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写真１２ アルキメデス賞受賞の佐藤博士を囲んで
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